
シラバス 

専門基礎分野 6.治療論 

 

(1) 

 

専基-12 

授 業 概 要 

分 野 専門基礎分野 科目名 治療論 担当講師 
西田 勝浩・富 勝治 

倉橋 卓男・小山 司 

実施年次 １年次 単位数 1単位 時間数 30時間 

科目設定のねらい 

本科目は、様々な疾病の治療に共通する治療技術を学び、以後に続く「疾病と治療論」の理解を深め、

救急救命時の看護、周手術期の看護、放射線療法時の看護に発展することをねらう。 

時間 単元目標 主 題 内 容 指導方法 

 2 

 

 

 

 

 

 2 

 

 

 

 2 

 

 

 

 2 

 

 

 

  6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4 

 

 

 

 

 

 

1．外科的治療の特色

と変遷が理解できる 

 

 

 

 

2．手術療法の適応理

解できる 

 

 

3．外科的治療と手術療

法における身体侵襲が

理解できる 

 

4．手術療法に伴う合

併症とその対応が理

解できる 

 

5．麻酔の種類と生体

の反応が理解できる 

 

6．麻酔前･中･後の管

理が理解できる 

 

 

 

 

 

 

 

7． 救急処置法の原則

と実際が理解できる 

 

 

 

 

 

1）外科的治療の特

色と変遷 

 

 

 

 

1）手術適応と手術

療法の分類 

 

 

1)手術侵襲と生体

の反応 

 

 

1) 起こしやすい

術後合併症と対

応 

 

1)麻酔種類と生体 

反応 

 

1)術前・術後・術 

後の管理 

 

2)麻酔の合併症 

 

3)麻酔法を支える 

管理 

 

 

1)救急処置の範囲 

2)救急処置の対象 

3)救急処置の原則 

 

 

 

 

(1) 外科的治療の特色 
(2) 近代の外科的治療の変遷 
（低侵襲治療・臓器移植） 

(3) 外科的治療と看護の特徴 
(4) 内視鏡的検査と治療 

 

(1) 手術療法の適応と分類 
(2) 手術療法の分類 
(3) 外傷治療と創傷管理 
 

(1) 手術侵襲と生体反応 
(2) 生体調節機構 
 

 

(1) 術後合併症の発生機序 
(2) 起こしやすい術後合併症 
(3) 術後合併症の予防と対応 
 

(1) 麻酔の種類（全身麻酔と局所麻酔）
と生体反応 

 

(1) 術前管理 
(2) 術中管理 
(3) 術後管理 
(1) 麻酔中・麻酔後の合併症 
(2) 呼吸管理と合併症 
(1) 体液管理 
(2) 栄養管理 
(3) 輸液療法・輸血療法 
 

(1) 外科的一時処置 
(2) BLSとACLS 
(3) 救急処置の対象 
・心肺機能停止（CPA） 

・外傷とｼｮｯｸ 

（緊急を要する外傷性疾患・ｼｮｯｸ

の分類と主な原因） 

講義 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 
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専門基礎分野 6.治療論 
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専基-13 
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8．救急救命処置が実

践できる 

 

 

9．放射線による診断

と治療の原理と特徴

が理解できる 

 

 

 

 

 

10． 放射線治療時の

有害反応と看護が理

解できる 

 

 

 

 

試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)救急蘇生法の実

践 

 

 

1)画像診断の種類

と特徴 

 

 

 

2)画像診断におけ

る看護の役割 

 

1)放射線治療の特

徴と目的 

 

 

2)放射線治療にお

ける看護師の役

割 

 

(4) 救急処置の実際 
・気道の確保 

・人工呼吸 

・胸骨圧迫 

・直流除細動器 

・自動体外式除細動器（AED） 

・止血法 

・体温管理 

・包帯法 

・応急処置 

・輸血 

 

(1) 一次救命処置の実技演習 
・トリアージ 

(2) 応急処置の実技演習 
 

(1) 画像診断の種類と特徴 
（一般撮影・CT・MRI・核医学検査・

血管造影・IVR） 

(2) 正常Ｘ線像と代表的疾患のＸ線像 
(1) 放射線による障害と防護 
(2) 画像診断におけるﾘｽｸﾏﾈｼ゙ﾒﾝﾄ 
 

(1) 放射線治療の特徴 
(2) 放射線治療の目的 
(3) 放射線治療の適応 
(4) 放射線治療の有害反応 
(1) 放射線治療における看護のﾎ゚ｲﾝﾄ 

講義 

（演習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

演習 

 

 

講義 

 

 

視聴覚教材 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

筆記試験 

テキ 

スト 

系統看護学講座 別巻 臨床外科看護総論 医学書院 

系統看護学講座 別巻 臨床放射線医学 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学④臨床看護総論 医学書院 

参考 

文献 

系統看護学講座 専門基礎分野 疾病のなりたちと回復の促進①病理学 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学⑤消化器 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学③基礎看護学技術Ⅱ 医学書院 

竹尾恵子編 医療安全と感染管理をふまえた看護技術プラクティス第4版 学研メディカル秀潤社 

評価 

方法 
筆記試験 

 



シラバス 

専門基礎分野 7.疾病と治療Ⅰ 

 

(1) 

 

専基-14 

授 業 概 要 
分 野 専門基礎分野 科目名 疾病と治療Ⅰ 担当講師 濟 昭道・富 勝治 

実施年次 1 年次 単位数 1単位 時間数 30時間 
科目設定のねらい 
本科目は人の病気の成り立ちと回復過程について学ぶ入口である。適切な看護を行うためには、疾患に対す

る知識を持たなければならない。まず、細胞レベルで病的状態をよく理解すること、そして検査の方法や検査

結果の読みとり方を知り、診断がどのようにつけられるのか、さまざまな治療法をどのように選択するのか。

疾患毎に、あるいは同じ疾患でも治療の目的や方法は異なる場合が多い。治療に伴う看護はどうすればよいか

を考える手立てとしてはこのようなことを理解することが重要である。さらに、病気の発生傾向や発生要因を

知ることで予防的な看護につながる。 
「疾病と治療」を学ぶ入り口として呼吸器疾患をとりあげる。呼吸器疾患は身近な「かぜ」から、重篤でよ

り深刻な悪性腫瘍や慢性疾患など非常に多彩な病理状態を示す。呼吸をすることはすなわち生きていることで

ある。呼吸が苦しいことがどのような病態生理から起こっているかよく理解し、症状・検査・治療に関する知

識を持ち、看護実践に活用できることをねらう。 
時間 単元目標 主 題 内 容 指導方法 
18 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1．正常と病気の状態
が理解できる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2．局所性の循環障害
と全身性の循環障

害が理解できる 
 
 
3．組織・細胞の障害
が理解できる 

 
 
4．炎症と免疫が理解
できる 

 
 
 
 
 
 

1) 疾病の原因と生体
の回復力 

2) 正常性をゆがめる
因子(病因) 

 
3) 回復に影響する因
子 

4) 疾病の診断と治療 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) 局所性、 全身性、 
ﾘﾝﾊ゚の循環障害 

 
 
 
1) 細胞の損傷と適応 
2) 細胞の死 
3) 臓器の変形・圧迫 
 
1) 炎症 
2) 創傷治癒 
 
3) 炎症性疾患 
 
 
 
 

(1) 生理と病態生理 
 
(1)疾病を引き起こす要因 
(2) 疾病を引き起こす生活習慣 
(3) 公害病、医原病、職業病 
(1) 正常への回復に影響する要因と回復
過程 

(1) 病気と病態生理 
(2) 症状・徴候・症候群 
(3) 器質的変化と機能的変化 
(4) 正常から変化を確認する診断過程 
(5) 全身状態評価のための一般検査・特殊
検査 

(6) 疾病の治療と選択 
(7) 回復力と後遺症 
(8) 予後と転帰 
(1) 充血とうっ血と虚血 
(2) 血栓症と塞栓症 
(3) 出血と梗塞 
(4) ショックとDIC 
(5) 浮腫(水腫)と浸出液・濾出液 
(1) 変性・萎縮・肥大・過形成  
(1)壊死（ﾈｸﾛーｼｽ）・ｱﾎ゚ﾄーｼｽ 
(1)圧排・ﾍﾙﾆｱ 
 
(1) 炎症の 5徴候と原因と経過 
(1)組織が損傷してから修復まで 
(2) 組織の再生と一次治癒・二次治癒 
(1) 炎症の治療 
(2) 化膿性炎、出血性炎、壊疽性炎、増殖
性炎、肉芽腫性炎 

(3) 易感染症と日和見感染症 
 

講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
講義 
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専門基礎分野 7.疾病と治療Ⅰ 
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10 
 
 
 
 

 
 

 
2 

 
 
 
5．腫瘍の発生病理が
理解できる 

 
 
 
6．悪性腫瘍の転移、
進行、診断、治療が

理解できる 
 
 
 
 
 
7．先天異常・遺伝子
異常、診断、治療が

理解できる 
 
 
 
 
 
8．老化と死が理解で
きる 

 
9．呼吸器系の疾病と
治療が理解できる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
試験 

4) 免疫 
 
 
1) 腫瘍 
 
 
 
 
1) 腫瘍の広がりとが
んの進行度 

2) 腫瘍が宿主に及ぼ
す影響 

3) 腫瘍の診断と治療 
 
 
 
1) 先天異常、遺伝性
疾患 

 
 
 
 
 
 
1) 細胞の老化 
2) 個体の死 
 
1) 呼吸器系疾患の症
状と病態生理 

2) 呼吸器の診察・検 
 査 
3) 呼吸器系疾患の診断 
4) 呼吸器系の疾患の
病態・治療と管理 

(1)先天性免疫不全症と後天性免疫不全
症･ｴｲｽ゙ 
(2) 移植と免疫 
(1) 腫瘍とは何か 
(2) 腫瘍の悪性度と組織発生による分類 
(3) 前がん病変と境界病変 
(4) 腫瘍の発生機序 
(5) 腫瘍の発生原因 
(1) リンパ行性転移・血行性転移・播種 
(2) TNN分類、病期分類 
(1) 原発部位周囲への圧迫 
(2) 全身への影響 
(1) 腫瘍の診断(腫瘍マーカー) 
(2) 外科手術・放射線照射・化学療法・ホ
ルモン療法・新しいがん治療 

(3) 腫瘍の統計 
(1) 遺伝子異常症 
(2) 染色体異常症 
(3) 出生前感染症・薬剤・ｱﾙｺーﾙ・放射線
による胎児の障害 

(4) 診断方法：出生前診断、新生児ﾏｽｽｸﾘ
ﾆーﾝｸ゙、DNA診断法 

(5) 治療：遺伝子治療 
 
(1) 細胞・組織・個体の老化 
(1) 死の3徴候・死亡判定・脳死・尊厳死 

 
(1)主な症状：咳嗽・喀痰・ﾁｱﾉーｾ゙・呼吸
困難・胸痛・吐血・喀血 

(1)症状があるときの問診と身体所見と検
査の種類 

(1)検査結果と診断をつけるプロセス 
(1)主な呼吸器系疾患：炎症性疾患（気管
支炎、肺炎、間質性肺炎、胸膜炎）・気

管支喘息・慢性閉塞性肺疾患

（COPD）・肺循環障害（肺高血圧、肺
塞栓症）・肺結核・気胸・腫瘍（肺癌、

中皮腫） 

 
 
 
 
講義 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
筆記試験 

テキ 
スト 

系統看護学講座 専門基礎分野 病態生理学 疾病の成り立ちと回復の促進② 医学書院 
系統看護学講座 別巻 臨床外科看護総論 医学書院 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 呼吸器 成人看護学② 医学書院 

参考 
文献 系統看護学講座 専門基礎分野 解剖生理学 人体の構造と機能① 医学書院 

評価 
方法 筆記試験 

 



シラバス 

専門基礎分野 8.疾病と治療Ⅱ 

 

(1) 

 

専基-16 

授 業 概 要 

分 野 専門基礎分野 科目名 疾病と治療Ⅱ 担当講師 黒田 達実 
濟 昭道 

実施年次 1 年次 単位数 1単位 時間数 30時間 
科目設定のねらい 
血液が循環することで生命が保たれている。心臓や血管の疾患、あるいは、血液そのものや造血器の

疾患、老廃物を排泄する腎臓・泌尿器系の疾患が身体にどのように影響するのか、診察から診断のプロ

セスがどのように進められ、どのように治療がおこなわれるのか。症状出現から疾病の回復まで、看護

が連続して行われるために必要な循環器系・血液・造血器系・腎・泌尿器系にかかわる疾病と治療につ

いて学ぶ。 
時間 単元目標 主 題 内 容 指導方法 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
8 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

1. 循環器系の疾病
と治療が理解で

きる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 血液・造血器系の
疾病と治療が理

解できる 
 
 
 
 
 
 
3. 腎・泌尿器系の疾
病と治療が理解

できる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1) 症状と病態生理 
2) 診察と診断の流れ 
 
 
 
3) 循環器疾患の治療 
4) 疾患別病態生理と
治療 

 
 
 
 
 
1) 症状と病態生理 
 
2) 診察と診断の流れ 
 
 
3) 疾患別病態生理と
治療 

 
 
1) 症状と病態生理 
 
 
 
2) 診察と診断の流 
れ 

 
3) 疾患別病態生理と
治療 

 

(1)胸痛・動機・呼吸困難・浮腫・チ

アノーゼ・めまい・失神・ショック 

(1)問診、診察、検査から診断までの

プロセス 

(2)検査の種類と方法 

(1)治療方法 

(1)虚血性心疾患 

(2)心筋症 

(3)心不全 

(4)不整脈 

(5)血管系の疾患 

(6)血圧異常 

 

(1)貧血、発熱、リンパ節腫脹・脾腫、出

血傾向、凝固・線溶系の異常 

(1)問診、診察、検査から診断までの

プロセス 

(2)検査の種類と方法 

(1)白血球減少症 

(2)出血性疾患 

(3)造血器腫瘍 

 

(1)尿の異常、蓄尿障害、排尿障害、浮腫、

水と電解質異常、高血圧、うっ血性心不

全、低タンパク血症、尿毒症、疝痛、し

腫脹・腫瘤、発熱 

(1)問診、診察、検査から診断までの

プロセス 

(2)検査の種類と方法 

(1)腎不全(急性腎不全・慢性腎不全) 

(2)腎・尿路系の悪性腫瘍(膀胱腫瘍・

前立腺がん) 

(3)腎・尿路の通過障害(尿路結石・前

立腺肥大) 

講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
講義 
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専門基礎分野 8.疾病と治療Ⅱ 

 

(2) 

 

専基-17 

 
2 

 
試験 
 

(4)炎症性疾患 

テキ 
スト 

系統看護学講座 専門基礎分野 病態生理学 疾病の成り立ちと回復の促進② 医学書院 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 循環器 成人看護学③ 医学書院 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 血液・造血器 成人看護学④ 医学書院 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 腎・泌尿器 成人看護学⑧ 医学書院 

参考 
文献 

系統看護学講座 専門基礎分野 解剖生理学 人体の構造と機能① 医学書院 
からだの地図帳 講談社 
病気の地図帳 講談社 

評価 
方法 

筆記試験 

 



シラバス 

専門基礎分野 9.疾病と治療Ⅲ 

 

(1) 

 

専基-18 

授 業 概 要 

分 野 専門基礎分野 科目名 疾病と治療Ⅲ 担当講師 杉田 裕・渡辺 聡 
黒田 達実 

実施年次 1 年次 単位数 1単位 時間数 30時間 
科目設定のねらい 
人体は食物摂取・消化吸収・栄養素の流通と生体物質の化学変化と物質代謝・エネルギー代謝によっ

て恒常性が維持されている。本科目では栄養の摂取と代謝に関わる消化器系、食物を口から摂取する歯・

口腔、恒常性を維持する内分泌・代謝系の疾病を生じたら身体にどのような影響があるのか、症状出現

から疾病の回復まで看護が連続して行われるために必要な食物摂取・消化・吸収・内分泌・代謝にかか

わる疾病と治療について学ぶものとする。 
 
時間 単元目標 主 題 内 容 指導方法 
16 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

4 
 
 
 
 

 
 
 

8 
 
 
 
 
 
 

1．消化器系の疾病と
治療が理解できる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 歯科・口腔の疾病
と治療が理解できる 

 
 
 
 
 
 
3. 内分泌・代謝の疾
病と治療が理解でき

る 
 
 
 
 

1) 症状と病態生理 
 
 
 
2) 診察と診断の流れ 
 
 
3) 消化器疾患の治療 
4) 疾患別病態生理と
治療 

 
 
 
 
 
 
 
 
1) 疾患別病態生理と
治療 

 
 
 
 
 
 
1) 症状と病態生理 
 
 
 
 
2) 診察と診断の流れ 
 

(1) 嚥下困難、噯気･胸やけ、嘔気･
嘔吐、腹痛、吐血･下血、下痢、

便秘、腹部膨満、食欲不振と体

重減少、腹水、黄疸、肝性昏睡 
(1) 問診、診察、検査から診断まで
のプロセス 

(2) 検査の種類と方法 
(1) 治療方法 
(1) 食道の疾患（ｱｶﾗｼｱ･食道がん) 
(2) 炎症性疾患(上部消化管・下部消
化管) 

(3) 潰瘍性疾患(上部消化管・下部消
化管) 

(4) 消化管の腫瘍(上部消化管・下部
消化管) 

(5) 肝臓･胆嚢･膵臓の疾患 
(6) 腹壁・腹膜・横隔膜の疾患 
 
(1) 歯の異常と疾患(齲歯)と歯周組
織の疾患(辺縁性歯周炎)と齲歯
に継発する疾患(顎骨の炎症) 

(2) アフタおよびアフタ類似性疾患
と潰瘍性疾患 

(3) 口腔領域の腫瘍(良性･悪性) 
(4) 炎症性疾患(咽頭炎、扁桃炎) 

 
(1) 意識障害、テタニー、頭痛、麻
痺、高熱、循環器症状、消化器

症状、局所症状、やせ、肥満、

皮膚異常、神経･筋症状、眼症状、

甲状腺腫大、無月経、浮腫 
(1) 内分泌疾患と代謝疾患の検査 
 

講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 



シラバス 

専門基礎分野 9.疾病と治療Ⅲ 

 

(2) 

 

専基-19 

 
 
 
 
 

2 

 
 
 
 
 
試験 

3) 疾患別病態生理と
治療 

 

(1) 下垂体・副腎・甲状腺・副甲状
腺の疾患 

(2) 代謝疾患‐糖尿病 
(3) 体液調節の疾患(水・電解質の異
常、酸塩基平衡の異常) 

テキ 
スト 

系統看護学講座 専門基礎分野 病態生理学 疾病の成り立ちと回復の促進② 医学書院 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 消化器 成人看護学⑤ 医学書院 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 歯・口腔 成人看護学⑮ 医学書院 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 内分泌・代謝 成人看護学⑥ 医学書院 

参考 
文献 

系統看護学講座 専門基礎分野 解剖生理学 人体の構造と機能① 医学書院 
からだの地図帳 講談社 
病気の地図帳 講談社 

評価 
方法 筆記試験 

 



シラバス 

専門基礎分野 10.疾病と治療Ⅳ 

 

(1) 

 

専基-20 

授 業 概 要 

分 野 専門基礎分野 科目名 疾病と治療Ⅳ 担当講師 福森豊和・田村邦彦 
元津康彦 

実施年次 1 年次 単位数 1単位 時間数 30時間 
科目設定のねらい 
刺激情報が求心路を経て中枢で処理され、遠心路によって運動器系に伝えられたら、人は動くことが

できる。情報処理をする脳で、情報を伝える神経で、体を動かす運動器で障害が生じたら、全身にどの

ような影響が生じるのか。症状出現から疾病の回復まで看護が連続して行われるために必要な、神経機

能、運動機能にかかわる疾病と診断・治療について学ぶ。 

時間 単元目標 主 題 内 容 指導方法 
16 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 
 
 
 

神経機能 
1．神経障害で起こ
る主な症状と病態

生理が理解できる 
 
 
 
2．検査・診断・治
療が理解できる 

 
 
 
3．中枢神経系の疾
病と診断・治療が

理解できる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．末梢神経系の疾
病と診断・治療が

理解できる 
 
 
運動機能 
5．筋肉・神経筋接合
部の疾病と診断と治

療が理解できる 

 

1) 症状と病態生理 

 

 

 

 

 

2) 診察と診断の流

れ 

3) 内科的治療と外

科的治療 

 

4) 中枢神経系の病

態生理と治療 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5) 末梢神経系の病

態生理と治療 

 

 

 

6) 筋肉・神経筋接

合部の疾病と診

断・治療 

 

 
(1) 意識障害・高次脳機能障害・運動

機能障害・感覚機能障害・自律性の

ある機能障害(対光反射の障害と瞳

孔不動・嚥下障害・排泄障害・呼吸

障害)・頭蓋内圧亢進と脳ヘルニ

ア・髄膜刺激症状・頭痛 

(1) 身体所見と検査の種類 

 

(1) 治療と処置 
 内科的治療 外科的治療 

 

(1) 脳血管障害（脳内出血、くも膜下

出血、脳梗塞、もやもや病） 

(2) 頭蓋内圧亢進症 

(3) 変性疾患（パーキンソン病）、筋

萎縮性側策硬化症（ALS） 

(4) 脱髄疾患（多発性硬化症） 

(5) 認知症（アルツハイマー病、血管

性認知症、レビー小体型認知症） 

(6) 感染症（脳炎、髄膜炎） 

(7) 頭部外傷 

(8) 脊髄損傷 

(9) 機能性疾患（てんかん） 

(10)腫瘍（脳腫瘍） 

 

(1) ギランバレー症候群 

(2) 圧迫性神経障害 

(3) 顔面神経麻痺 

(4) 自律神経失調症 

 

(1) 筋ジストロフィー 

(2) 重症筋無力症 

 

 

講義 
 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
講義 
 
 
 



シラバス 

専門基礎分野 10.疾病と治療Ⅳ 

 

(2) 

 

専基-21 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 2 

 
6．骨・関節の疾病
と診断・治療が理

解できる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
試験 

 

1) 症状と病態生理 

 

 

 

2) 診察と診断の流

れ 

3) 治療と処置 

 

 

4)病態生理と治療 

 

(1) 疼痛・形態の異常（奇形と変形）

関節運動の異常（関節拘縮・強直・

動揺関節）神経障害（運動麻痺・感

覚障害）異常歩行 

(1) 身体所見と検査の種類 

 

(1) 治療と処置 

保存療法、理学療法、手術療法、技

師と装具 

(1) 骨折・脱臼・捻挫 

(2) 骨粗鬆症 

(3) 腫瘍（骨肉腫） 

(4) 変形性関節症 

(5) 腰痛症（椎間板ヘルニア・腰部脊

柱管狭窄症） 

(6) 脊髄の疾患(脊椎症性脊髄症・

OPLL、二分脊椎症) 

(7) 炎症性疾患（骨髄炎・関節炎） 

 
講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキ 
スト 

系統看護学講座 専門基礎分野 病態生理学 疾病の成り立ちと回復の促進② 医学書院 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 脳・神経 成人看護学⑦ 医学書院 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 運動器 成人看護学⑩ 医学書院 

参考 
文献 

系統看護学講座 専門基礎分野 解剖生理学 人体の構造と機能① 医学書院 
からだの地図帳 講談社 
病気の地図帳 講談社 

評価 
方法 

筆記試験 

 



シラバス 

専門基礎分野 12.微生物と感染症 

 

(1) 

 

専基-24 

授 業 概 要 
分 野 専門基礎分野 科目名 微生物と感染症 担当講師 濟 昭道 

実施年次 1年次 単位数 1単位 時間数 30時間 
科目設定のねらい 
 本科目では、まず人間と共存する微生物の正体と役割を知り、臨床微生物と感染症の基本的知識を学

ぶ。そして、感染源としての微生物、感染や免疫反応に関する疾患と治療・臨床検査全般について、さ

らに感染症の世界的な動向についても理解できることをねらう。 
時間 単元目標 主 題 内 容 指導方法 

2 
 
 
 
 
 

 
 

2 
 
 
 
 
 
 

4 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

6 
 
 
 
 
 
 
 

1．微生物と微生物学
について理解でき

る 
 
 
 
 
 
2．微生物の種類と特
徴が理解できる 

 
 
 
 
 
3．感染とその防御に
ついて理解できる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．感染症の治療と現
状と対策について

理解できる 
 
 

 
 
 

1) 微生物と人間 
 
 
 
2) 微生物学とは 

 
 
 

1) 細菌の性質 
 
 
2) 真菌・原虫・ｳ
ｲﾙｽの性質 

 
 
1) 感染と感染症  

 
 
2) 微生物学的検
査 

 
 
 
3) 生体防御機構 
 
4) 滅菌と消毒 
 
 
 
1) 感染症の治療 
 
 
 
2) 感染症の現状
と対策 

 
 

(1) 微生物の性質 
常在微生物 
発酵食品とﾌ゚ﾛﾊ゙ｲｵﾃｨｸｽ 

(2) 環境と微生物 
(1) 微生物学の対象と目的･歩み 
   微生物の発見とﾊ゚ｽﾂーﾙ､ｺｯﾎ 
   予防接種の起こり 
 
(1) 細菌の形態と特徴 
(2) 培養環境と栄養 
(3) 細菌の遺伝、分類、常在細菌叢 
(1) 真菌・原虫の性質、形態 
(2) ｳｨﾙｽの性質 
‐特徴･構造と機能･増殖･分類 

 
(1) 感染症とは何か 
(2) 感染の成立から発症・治癒まで 
(3) 感染源・感染経路（8章） 
(1) 感染症の検査と診断（10章） 
   形態学的、遺伝学的、病原体抗原
検査、抗体検査 

(2) 迅速検査、耐性菌の検査 
(3) 各種病原体と検査 
(1) 自然免疫・獲得免疫のしくみ 
(2) 感染の徴候と症状 
(1) ﾊ゙ｲｵﾊｻ゙ ﾄー゙とﾊ゙ｲｵｾーﾌﾃｨ滅菌 
(2) 滅菌・消毒の意義と定義 
(3) 滅菌法、消毒 
 
(1) 化学療法の基礎 
(2) 化学療法薬 

抗菌薬、抗ウイルス薬、他 
(3) 薬剤耐性、副作用、薬剤感受性 
(1) 感染症の変遷 
(2) 感染症の現状と問題点 
(3) 感染症への対策 
(4) ﾜｸﾁﾝと予防接種 

講義 
   
 
 
 
 
 
 
講義 

 

 

 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
 
 



シラバス 

専門基礎分野 12.微生物と感染症 

 

(2) 

 

専基-25 

14 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 2 

5．主な病原微生物に
ついて理解できる 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

試験 

1) 病原細菌と細
菌感染症 

 
 
2) 病原真菌と真
菌感染症 

3) 病原原虫と病
原感染症 

4) 病原ウイルス
とウイルス感染

症 
 

(1) グラム陽性球菌 
  ブドウ球菌、ﾚﾝｻ球菌 他 
(2) グラム陰性通性桿菌 
  腸内細菌科、ビブリオ属 他 
(1) 深在性真菌症 
 
(1) 根足虫類、鞭毛虫類 他 
 
(1) DNAウイルス 
(2) アデノウィルス、パピローマウイル
ス、RNAウイルス他 

(3) ウイルスの臨床的分類 
(4) 主要腫瘍ウイルス 
 

講義 
 
 
 
 

テキ 
スト 

系統看護学講座 専門基礎分野 微生物学 医学書院 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ アレルギー 膠原病 感染症 成人看護学⑪ 医学書院 

参考 
文献 系統看護学講座 専門基礎分野 解剖生理学 人体の構造と機能① 医学書院 

評価 
方法 筆記試験 

 



シラバス 

専門基礎分野 13.薬理学 

 

(1) 

 

専基-26 

授 業 概 要 
分 野 専門基礎分野 科目名 薬理学 担当講師 岡田良典、岡本大輔 

実施年次 1年次 単位数 1単位 時間数 30時間 
科目設定のねらい 
薬物療法は今日の医療現場では日常的に用いられ、疾病の回復に必要かつ重要な治療法である。本科

目では薬物療法が効果的にかつ安全に行えるよう、薬理作用の基礎知識、主たる薬物の特徴、作用機序、

人体への影響および薬物管理を学び、看護の役割を考える基礎とする。 

時間 単元目標 主 題 内 容 指導方法 
2 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1．薬物療法の意義と
目的が理解できる 

 
 
 
 
 
 
 
2．発達段階による薬
物動態の特徴が理解

できる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3．薬物治療による生
体の反応が理解でき

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1) 薬物による病気
の治療 

 
 
 
 
 
 
 

1) 薬理作用の基本 
 
 
2) 薬物動態と影響 
を与える因子 

 
 
 
 
 
 
1) 主な薬物の作用
の機序と副作用

（有害事象） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 薬理学とは 
(2) 薬物療法の意義と目的 
(3) 薬物療法における看護師の役割 
・誤薬の防止 
・治療効果の確認 
・副作用・有害作用の発見と防止 
・服薬に関する患者指導 
・患者とその家族への補足的説明 

 
(1) 薬理作用と作用機序 
(2) 薬物使用の有益性と危険性 
(3) 薬と法律 
医薬品に関する法律 
毒薬・劇薬、麻薬・向精神薬・覚

せい剤 
新薬の開発とﾍﾙｼﾝｷ宣言 
医薬品情報の入手 
看護業務に必要な薬の知識 
・薬の単位、処方せん、添付文書 
 

(1) 薬物の投与経路、薬物の体内動態 
代謝と排泄、薬物血中濃度 

(2) 薬効の個人差に影響する因子 
・年齢、性、妊娠、遺伝子 

(3) 抗感染症薬の特徴 
・抗菌、抗真菌、抗ｳｲﾙｽ、抗結核

薬 
(4) 抗癌薬の特徴 
(5) 免疫治療薬の特徴 
  ・免疫抑制・免疫増強剤、予防接種薬 
(6) 抗ｱﾚﾙｷ゙ 薬ー・抗炎症薬の特徴 
  ・炎症と抗炎症薬（消炎鎮痛薬） 
  ・副腎皮質ステロイド薬 
(7) 末梢での神経活動に作用する薬
物の特徴 
・交感神経、副交感神経作用薬 
・筋弛緩薬・局所麻酔薬 

講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



シラバス 

専門基礎分野 13.薬理学 

 

(2) 

 

専基-27 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．医薬品の安全対策
が理解できる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
試験 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) 薬剤混合の可否 
 
 
2) 禁忌薬 
 
3) 管理の方法と開
発 

 
4) 薬事法と安全管
理 

(8)中枢神経作用する薬物の特徴 
  ・麻酔薬、催眠薬、抗不安薬、抗

精神病薬、気分障害治療薬、ﾊ゚

ｷーﾝｿﾝ症候群治療薬、抗てんか

ん薬 
(9) 心臓・血管系に作用する薬物の特
徴 
・抗高血圧薬・強心薬、抗不整脈

薬 
・降圧薬、昇圧薬 ・利尿薬 
・抗血栓薬 

(10) 呼吸器・消化器・生殖器系に作
用する薬物の特徴 
・気管支喘息治療薬 
・鎮咳・去痰・呼吸促進薬 
・消化性潰瘍治療薬 
・下剤・止痢薬 
・女性ﾎﾙﾓﾝ･男性ﾎﾙﾓﾝ関連製剤 

(11) 物質代謝に作用する薬物の特徴 
・ﾎﾙﾓﾝとﾎﾙﾓﾝ拮抗薬 
糖尿病治療薬（経口薬、ｲﾝｽﾘﾝ製剤） 
・治療としてのﾋ゙ﾀﾐﾝ 

(12) 麻薬の特徴 
(13) 皮膚科用薬・眼科用薬の特徴 
(14) 救急の際に使用する薬物の特徴 
(15) 漢方薬の特徴 
(16) 消毒薬の特徴 
(17) 輸血製剤と輸血剤の特徴 
(1)薬物相互作用 
・吸収、分布、代謝、排泄に影響する 
 薬物 
(1) 薬力学的相互作用 
・ハイリスク薬、ハイアラート薬 
(1) 患者の素因や病態上禁忌となる
薬剤 

 
(1) 医薬品に関する法律 
(2) 毒薬・劇薬 
(3) 麻薬・向精神薬・覚せい剤 
(4) 新薬の開発とヘルシンキ宣言 
(5) 医薬品情報の入手 
(6) 看護業務に必要な薬の知識 
・薬の単位、処方箋、添付文書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



シラバス 

専門基礎分野 13.薬理学 

 

(3) 

 

専基-28 

テキ 
スト 

系統看護学講座 専門基礎 薬理学 疾病のなりたちと回復の促進③ 医学書院 
系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護技術Ⅱ 基礎看護学③ 医学書院 

参考 
文献 

ナーシング・グラフィカ② 臨床生化学 人体の構造と機能 メディカ出版 
系統看護学講座 統合分野 看護の統合と実践② 医療安全 医学書院 
竹尾恵子編 医療安全と感染管理をふまえた看護技術プラクティス第 4版 学研メディカル秀潤社 

評価 
方法 筆記試験 

 



シラバス 

専門基礎分野 16.医療概論 

 

(1) 

 

専基-33 

授 業 概 要 
分 野 専門基礎分野 科目名 医療概論 担当講師 濟 昭道 

実施年次 １年次 単位数 1単位 時間数 15時間 
科目設定のねらい 
看護はいつの時代にあってもそれ自体で進歩してきたが、大きな社会の動きに影響を受けてきている

ことも事実である。特に経済や科学技術、保健医療の進歩・発展に伴う影響は大きい。 
本科目は保健医療を取り巻く社会の動向を見据えつつ、医科学や医療技術が進んでもなお人の心を尊

重し、至福に貢献できる医療のあり方を問い、自らが志す保健医療従事者としてのあるべき姿を考えて

精進する動機づけとする。さらに、生殖補助医療や脳死・臓器移植など現代医療がかかえる問題につい

て、職業倫理にとどまらない生命の尊厳や生命倫理、医の倫理、患者の権利についての考え方について

学び、将来にわたり望ましい医療・看護のあり方や社会における役割と課題が理解できることをねらう。 

時間 単元目標 主 題 内 容 指導方法 
2 
 
 
 
 
 

 
 

2 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

2 
 
 
 
 
 
 

2 
 
 
 

 
 
 

1．医学・医療のあゆみ
と現代医療の本質が

理解できる 
 
 
 
 
 
2．わが国の医療供給体
制とそこで働く人々

が理解できる 
 
 
 
 
 
 
 
3．医療の進歩に伴う医
療倫理の変遷が理解

できる 
 
 
 
 
4．患者の権利とインフ
ォームドコンセントの

必要性が理解できる 
 
 
 
 

1) 医療とは 
2) 現代医療の本質 
 
 
3) 医学の変遷 
 
 
 
1) わが国の医療供給
体制と医療関係者 

 
 
2) 医療の実践 
 
 
 
 
 
1) 医療の進歩と 
倫理 

 
2) 医の倫理の考 
え方 

 
 
1) 医療における 
患者の権利 

 
 
 
 
 

(1) 医療と医学 
(1)現代医療の本質 
① 医療の本質と現代医療 
② 現代医療のあるべき姿 

(1) 医学の発達と動向 
① 近代医学の発展現代医療の基盤 
② 今後の医学・医療の方向 

 
(1) わが国の医療供給体制と医療
職者 
① 医療供給の現状と整備の経過 
② 医療関係者の現状 

(1) 医療の実践 
① 疾病の診断と治療 
② 医療における医師‐患者関係 
③ 医療における医師の義務 
④ 医療における看護師の役割 

 
(1) 医療の進歩と医の倫理 
① 倫理の歴史的あゆみ 
② 現代医療における倫理 

(1) 職業倫理 
① 生命の尊厳と生命倫理 
② 先端医療と倫理問題 

 
(1) 医療における患者の権利 
① 患者の権利尊重の医療背景 
② 患者の権利主張とその承認 
③ 患者の自己決定権とインフォ
ームドコンセント 

 
 

講義 
 
 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
 



シラバス 

専門基礎分野 16.医療概論 

 

(2) 

 

専基-34 

2 
 
 

 
 
 

2 
 
 
 
 
 

2 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

5．病状告知と医師の責
務が理解できる 

 
 
 
 
6．脳死と臓器移植の現
状から倫理について

考えることが 
できる 

 
 
7．さまざまな死のあ 
り方が理解でき、死

と医療について考え

ることができる 
 
 
 
 
 
試験 

1) 病状告知と 
 医師の責務 
 
 
 
 
1) 脳死と臓器移植に
伴う倫理的問題 

 
 
 
 
1) 死と医療 

(1) 病状告知 
① 死の告知について 
② 癌告知に対する文化的背景 
③ 致死を知った患者の反応 
④ 死の告知と受容、医師の責務 

 
(1) 脳死と臓器移植 
①脳死－新しい死の概念 
②「脳死は人の死か」の議論 
③脳死・臓器移植に関する法的

整備と倫理的問題 
 
(1) 死と生命保持、安楽死、死を
共有する医療 
① 臨死患者 
② 死の解釈、脳の死、死の準備 
③ 孤独な死、延命治療の問題点 
④ 安楽死 
⑤ 尊厳死 
⑥ ホスピスにおける治療 

講義 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキ 
スト 系統看護学講座 専門基礎分野 健康支援と社会保障制度① 医療概論 医学書院 

参考 
文献 

系統看護学講座 専門基礎分野 健康支援と社会保障制度④ 看護関係法令 医学書院 
系統看護学講座 専門分野Ⅱ 基礎看護学① 看護学概論 医学書院 
看護学基礎テキスト 第 3巻 社会の中の看護 日本看護協会出版会 
田畑邦治他編 哲学－看護と人間に向かう哲学 ヌーヴェル・ヒロカワ 

評価 
方法 筆記試験 

 


